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趙
清
閣
は
中
国
近
代
に
名
を
知
ら
れ
る
女
性
作
家
で
あ
り
、
画
家
で
あ
り
、
ま
た
傑
出
し
た
編
集
者
で
も
あ
る
。
六
十
年
に
も
及
ぶ

文
藝
活
動
の
中
で
、
人
口
に
腑
灸
し
た
作
品
を
多
く
生
み
出
し
た
だ
け
で
な
く
、
『
女
子
月
刊
』
『
婦
女
文
化
』
『
弾
花
』
『
神
州
日
報
・
原

野
』
『
北
方
日
報
・
九
九
文
学
双
周
刊
』
な
ど
を
編
集
し
た
ほ
か
、
『
弾
花
文
藝
叢
書
』
、
『
中
西
文
藝
叢
書
』
ま
た
『
黄
河
文
藝
叢
書
』
な

ど
の
叢
書
も
編
集
し
て
い
る
。
二

0
二
0
年
に
陳
軍
教
授
が
『
趙
清
閣
文
集
』
全
十
二
巻
を
北
京
朝
華
出
版
社
か
ら
刊
行
し
た
が
、
第

十
巻
及
び
十
一
巻
に
は
趙
清
閣
が
抗
戦
期
間
に
創
刊
し
た
大
型
の
文
藝
刊
行
物
『
弾
花
』
が
完
全
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
体
裁

は
個
人
の
作
品
集
の
編
集
出
版
で
は
例
外
的
な
も
の
だ
が
、
文
藝
編
集
者
と
し
て
稀
有
な
才
能
を
示
し
た
趙
清
閣
の
貢
献
を
よ
く
再
現

す
る
も
の
だ
。
民
国
期
の
文
献
は
膨
大
な
数
に
の
ぽ
る
し
、
趙
清
閣
の
一
生
は
紆
余
曲
折
に
富
ん
で
い
た
た
め
、
手
稿
や
資
料
に
は
散

逸
し
た
も
の
が
多
い
。
趙
清
閣
の
平
生
の
著
述
活
動
に
つ
い
て
、
学
術
界
の
評
価
は
い
ま
だ
定
ま
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
さ
ら

に
は
無
責
任
な
ゴ
シ
ッ
プ
報
道
も
多
く
み
ら
れ
る
。
本
論
は
趙
清
閣
が
編
集
し
た
二
つ
の
刊
行
物
の
経
過
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時

に
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
彼
女
の
筆
名
を
指
摘
し
、
文
献
資
料
か
ら
趙
清
閣
研
究
に
新
た
な
観
点
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

〈
紹
介
〉趙
清
閣
の
編
集
に
よ
る
刊
行
物
二
つ
と
新
た
な
筆
名
の
発
見
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一
、
『
河
南
民
報
・
女
子
文
藝
』

趙
清
閣
編
集
生
涯
の
起
点

一
九
三
三
年
七
月
十
五
日
、
上
海
『
女
子
月
刊
』
第
一
巻
第
五
期
に
、
編
集
長
の
黄
心
勉
に
宛
て
た
趙
清
閣
か
ら
の
書
信
二
通
が
掲

載
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
「
一
定
会
受
鼓
励
而
振
興
起
来
（
き
っ
と
励
ま
し
を
受
け
て
奮
起
し
て
み
せ
る
）
」
「
婦
女
或
則
会
被
作
何
的
刺

激
而
覚
悟
（
女
性
は
あ
な
た
た
ち
か
ら
刺
激
を
受
け
て
覚
悟
を
決
め
る
か
も
し
れ
な
い
）
」
と
題
さ
れ
た
も
の
だ
。
初
信
で
趙
清
閣
は
黄

心
勉
に
自
己
紹
介
し
、
「
『
民
国
日
報
』
副
刊
編
集
長
と
し
て
『
婦
女
周
刊
』
を
編
集
し
て
い
る
ほ
か
、
『
鄭
州
日
報
』
の
『
地
双
周
刊
』

（

一

）

の
編
集
長
も
し
て
い
ま
す
」
と
書
い
て
い
る
。
前
者
の
『
民
国
日
報
』
と
は
『
河
南
民
国
日
報
』
を
指
す
も
の
だ
。
第
二
信
で
は
「
本

省
府
の
清
（
趙
清
閣
自
身
の
こ
と
。
箪
者
注
）
が
編
纂
し
た
『
政
治
月
刊
』
を
寄
贈
し
よ
う
と
思
い
ま
す
が
、
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

（

二

）

ま
す
か
」
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
『
政
治
月
刊
』
と
は
『
河
南
政
治
月
刊
』
の
こ
と
だ
が
、
表
紙
に
書
か
れ
た
タ
イ
ト
ル
は
『
河
南
政

治
』
と
な
っ
て
お
り
、
一
九
三
一
年
九
月
に
開
封
で
創
刊
さ
れ
た
。
最
初
は
河
南
政
治
月
刊
編
集
処
が
編
集
発
行
し
て
い
た
が
、
第
二

巻
第
二
期
よ
り
河
南
省
政
府
秘
書
処
が
編
集
発
行
し
て
お
り
、
編
集
者
の
名
前
は
具
体
的
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
雑
誌
は
政
治

刊
行
物
で
文
藝
作
品
の
掲
載
は
ご
く
少
な
く
、
趙
清
閣
は
た
だ
「
文
藝
」
欄
の
編
集
を
担
っ
た
だ
け
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
一
九
三

三
年
四
月
の
第
三
巻
第
三
期
に
、
趙
清
閣
は
詩
歌
「
価
値
的
美
（
価
値
の
美
）
」
を
発
表
し
て
い
る
。
同
年
九
月
十
五
日
、
『
女
子
月
刊
』

第
一
巻
第
七
期
の
、
女
子
新
聞
欄
ク
に
「
趙
清
閣
千
里
訪
友
（
趙
清
閣
、
友
を
訪
ね
て
千
里
を
わ
た
る
）
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
「
河
南

で
最
も
努
力
し
て
い
る
女
性
運
動
家
の
趙
清
閣
は
、
平
生
『
婦
女
周
刊
』
と
『
地
』
隔
週
刊
の
編
集
を
し
て
お
り
、
顕
著
な
業
績
を
あ

げ
て
い
る
。
も
う
じ
き
、
本
社
の
同
人
を
猥
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
上
海
ま
で
訪
問
し
て
く
れ
る
と
の
こ
と
だ
。
『
近
世
音
楽
史
』
を
翻
訳
し
、

す
で
に
女
子
書
店
に
原
稿
を
送
っ
た
と
い
う
」
と
し
て
い
る
。
趙
清
閣
は
黄
心
勉
宛
の
手
紙
で
す
で
に
上
海
行
き
に
つ
い
て
書
い
て
い

た
か
ら
、
訪
問
前
に
消
息
が
記
事
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
十
月
、
趙
清
閣
は
南
京
と
上
海
の
両
地
を
訪
れ
、
の
ち
に
「
京
渥
遊
歴
記
（
北

京
上
海
遊
歴
記
）
」
と
い
う
文
章
を
『
女
子
月
刊
』
に
連
載
し
て
い
る
。
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高
天
星
、
高
黛
英
、
陳
阜
東
の
編
集
に
よ
る
『
趙
清
閣
文
藝
生
涯
年
譜
』
の
一
九
三
二
年
の
記
載
に
は
「
七
月
、
高
校
卒
業
。
河
南

大
学
中
文
系
で
聴
講
。
作
家
の
葉
鼎
洛
と
知
り
合
う
。
同
じ
頃
、
河
南
救
済
院
貧
民
小
学
校
で
教
鞭
を
と
り
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ
。
貧

民
小
学
校
で
下
層
階
級
の
群
衆
や
貧
し
い
孤
児
に
接
触
し
、
貧
富
の
差
の
大
き
い
罪
悪
に
満
ち
た
社
会
へ
の
嫌
悪
が
増
し
た
た
め
、
革

命
に
漠
然
と
し
た
憧
れ
を
抱
き
、
ペ
ン
を
と
っ
て
戦
闘
に
加
わ
ろ
う
と
し
た
。
こ
の
時
、
『
新
河
南
報
・
文
藝
周
刊
』
、
『
民
国
日
報
・
婦

（

四

）

女
周
刊
』
の
編
集
を
務
め
、
『
河
南
民
報
』
に
も
し
ば
し
ば
投
稿
し
て
い
た
」
と
あ
る
。
実
際
に
は
、
趙
清
閣
は
一
九
三
二
年
に
は
河
南

開
封
で
編
集
活
動
を
し
て
い
た
。
そ
れ
が
『
河
南
民
報
」
の
『
女
子
文
藝
』
副
刊
で
あ
る
。
趙
清
閣
は
晩
年
に
「
眺
名
達
与
女
子
書
店

（
眺
名
達
と
女
子
書
店
）
」
と
い
う
文
章
の
中
で
「
女
子
書
店
は
一
九
三
三
年
の
早
春
、
お
そ
ら
く
一
月
か
二
月
に
創
立
さ
れ
た
。
当
時

私
は
女
性
の
文
化
活
動
に
熱
中
し
て
お
り
、
開
封
の
『
河
南
民
報
』
上
で
『
女
子
文
藝
』
を
週
刊
で
編
集
し
て
い
た
が
、
タ
イ
ト
ル
デ

ザ
イ
ン
を
老
作
家
の
葉
鼎
洛
が
描
い
て
く
れ
た
こ
と
は
特
箪
す
べ
き
で
あ
る
。
葉
鼎
洛
は
原
稿
も
い
く
つ
か
提
供
し
て
く
れ
た
。
こ
の

ほ
か
、
私
は
『
民
国
日
報
』
の
『
婦
女
周
刊
』
と
『
鄭
州
日
報
』
の
『
地
』
隔
週
刊
を
編
集
し
て
い
た
」
と
書
い
て
い
る
。
半
世
紀
前
の

こ
と
を
追
想
し
た
文
章
な
の
で
、
事
実
と
食
い
違
う
部
分
が
あ
る
。
以
下
詳
し
く
み
て
い
こ
う
。

早
く
も
一
九
三

0
年
十
二
月
八
日
、
『
河
南
民
報
』
に
「
女
子
文
藝
」
に
特
化
し
た
コ
ラ
ム
が
設
け
ら
れ
る
と
い
う
告
知
が
載
っ
て
い

る
。
「
河
南
の
女
性
文
藝
家
た
ち
！
本
紙
は
各
所
の
女
性
同
志
か
ら
、
自
分
の
作
品
を
本
報
の
副
刊
に
投
稿
し
た
い
と
い
う
書
信
を
受

け
取
っ
て
い
ま
す
。
女
性
同
志
た
ち
の
文
学
へ
の
情
熱
を
高
め
る
た
め
、
毎
週
一
度
女
子
文
藝
の
頁
を
設
け
て
女
性
文
学
を
大
い
に
広

め
る
予
定
で
す
」
。
こ
の
後
、
こ
の
新
聞
の
多
く
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
本
当
に
「
女
子
文
藝
」
頁
が
組
ま
れ
た
か
ど
う
か
は
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
九
三
二
年
十
一
月
十
五
日
、
『
河
南
民
報
』
に
趙
清
閣
の
編
集
に
よ
る
刊
行
物
が
現
れ
た
が
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
ま
さ
に
『
女
子
文

藝
』
で
あ
っ
た
。
「
眺
名
達
与
女
子
書
店
」
が
い
う
よ
う
な
「
週
刊
」
で
は
な
く
て
隔
週
刊
で
あ
り
、
連
絡
先
は
自
由
街
救
済
分
院
の
本
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刊
編
集
処
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
の
趙
清
閣
は
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
女
子
学
生
だ
っ
た
が
、
彼
女
が
ど
う
し
て
『
河
南
民
報
』

の
副
刊
編
集
と
し
て
抜
擢
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
『
河
南
民
報
』
と
趙
清
閣
と
の
縁
に
つ
い
て
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
「
文
苑
耕
作
漫
憶
」
と
い
う
文
の
中
で
、
趙
清
閣
は
「
私
は
押
韻
し
た
新
詩
を
『
河
南
民
報
』
副
刊
に
思
い
切
っ
て
投
稿
し
た

の
だ
が
、
な
ん
と
そ
れ
は
数
日
後
に
掲
載
さ
れ
、
原
稿
料
ま
で
も
ら
え
た
。
降
っ
て
わ
い
た
よ
う
な
喜
び
だ
っ
た
が
、
私
の
み
な
ら
ず

校
長
や
同
級
生
も
み
な
祝
福
し
て
く
れ
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
一
九
三
一
年
六
月
一
九
日
『
河
南
民
報
・
民
報
副
刊
』

掲
載
の
新
詩
「
宇
宙
的
寂
霙
（
宇
宙
の
寂
寛
」
）
（
署
名
は
清
閣
）
が
趙
清
閣
が
初
め
て
新
聞
雑
誌
に
投
稿
し
、
公
開
し
た
詩
作
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
の
あ
と
、
彼
女
は
陸
続
と
『
河
南
民
報
・
風
雨
』
副
刊
に
「
空
虚
的
心
（
空
虚
な
心
）
」
「
恨
憫
的
詩
（
失
意
の
詩
）
」
な

ど
の
詩
を
発
表
し
て
い
る
か
ら
、
開
封
の
文
壇
で
は
あ
る
程
度
名
が
知
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
『
河
南
民
報
』
の
別
の
副
刊
『
風

雨
』
の
編
集
者
、
劉
如
水
が
記
し
た
「
似
水
流
年
_

_

 

l

風
雨
二
周
年
紀
念
的
話
（
流
れ
る
年
月
風
雨
二
周
年
記
念
の
こ
と
ば
）
」
に

よ
れ
ば
、
一
九
―
―
―
二
年
七
月
『
風
雨
』
が
創
刊
さ
れ
た
時
、
劉
如
水
は
所
用
の
た
め
に
帰
省
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
間
の
二
期
ほ
ど

に
つ
い
て
は
「
出
か
け
る
と
き
に
手
持
ち
の
原
稿
を
清
閣
に
渡
し
て
代
わ
り
に
編
集
し
て
も
ら
っ
た
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
背
景
が

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
『
河
南
民
報
』
が
趙
清
閣
に
『
女
子
文
藝
』
の
編
集
を
依
頼
し
た
こ
と
も
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
で
は
な
い
。

『
女
子
文
藝
』
創
刊
号
（
第
一
期
）
は
全
部
で
四
篇
の
文
章
を
載
せ
て
い
る
が
、
そ
の
半
分
は
趙
清
閣
自
身
に
よ
る
も
の
だ
。
一
っ

は
発
刊
の
こ
と
ば
「
写
在
巻
頭
的
幾
旬
話
（
巻
頭
に
よ
せ
て
い
く
つ
か
）
」
、
も
う
―
つ
は
「
随
筆
|
ー
—
零
細
集
之
十
二
」
で
あ
る
。
「
写

在
巻
頭
的
幾
旬
話
」
で
は
、
初
め
に
文
藝
と
は
暇
つ
ぶ
し
で
も
な
け
れ
ば
少
数
の
人
々
の
た
め
の
贅
沢
品
で
も
な
く
、
社
会
全
体
が
所

有
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
大
衆
の
喉
で
あ
り
、
社
会
の
呼
び
声
な
の
だ
」
と
明
言
し
て
い
る
。
作
者
は
続
け
て
、
人
類
は
文
藝
の
力
に
よ
っ

て
こ
の
社
会
を
自
然
の
軌
道
に
の
せ
て
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
人
類
と
は
男
性
も
女
性
も
含
む
も
の
で
、
近
代
女
性
は

す
で
に
差
別
と
圧
迫
を
帯
び
た
社
会
の
偏
見
か
ら
解
放
さ
れ
て
お
り
、
自
分
た
ち
自
身
の
力
を
発
揮
で
き
る
の
だ
と
説
く
。
『
女
子
文
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藝
』
創
刊
の
主
旨
は
両
性
の
平
等
と
い
う
理
念
に
基
づ
い
て
お
り
、
文
藝
に
力
を
尽
く
す

女
性
が
文
字
に
よ
っ
て
そ
の
力
量
を
用
い
、
社
会
の
た
め
に
責
任
を
尽
く
せ
る
よ
う
に
す

る
も
の
だ
。
趙
清
閣
は
ま
た
、
「
沈
黙
と
抑
圧
に
行
き
当
っ
た
と
き
は
、
言
い
た
い
こ
と
を

本
誌
で
言
い
尽
く
し
ま
し
ょ
う
。
物
を
言
う
前
に
は
何
か
指
摘
さ
れ
る
か
も
、
な
ど
と
顧

慮
し
な
い
勇
気
を
持
ち
、
言
い
終
わ
っ
た
ら
、
指
摘
を
求
め
る
謙
虚
な
心
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
が
本
誌
の
態
度
で
す
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。
『
女
子
文
藝
』
は
新
文
藝
建
設
に

力
を
尽
く
そ
う
と
す
る
全
て
の
女
性
の
書
き
手
を
歓
迎
し
、
女
性
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
た
め
に
、
男
性
の
投
稿
は
受
け
付
け
な
か
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
創
刊
の

過
程
で
特
殊
な
形
で
参
与
し
た
男
性
が
い
た
。
巻
頭
に
は
著
名
な
現
代
作
家
兼
画
家
の
葉

鼎
洛
が
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
お
り
、
趙
清
閣
は
「
写
在
巻
頭
的
幾
旬
話
」
の
文
末
で
謝
意

―
つ
目
は
女
性
の
社
会
に
お
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叫
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を
表
し
て
い
る
。
こ
の
イ
ラ
ス
ト
の
右
側
に
は
「
女
子
文
藝
」
の
四
文
字
が
レ
タ
リ
ン
グ

さ
れ
、
左
側
に
は
蝋
燭
を
灯
し
て
読
書
を
楽
し
む
少
女
が
シ
ン
プ
ル
な
線
で
描
か
れ
て
い
る
。
め
り
は
り
が
効
い
た
構
図
も
美
し
く
、

素
朴
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
、
三
期
で
は
別
の
デ
ザ
イ
ン
が
用
い
ら
れ
、
少
女
が
窓
辺
に
俯
い

て
花
を
愛
で
る
絵
柄
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
葉
鼎
洛
の
手
に
な
る
も
の
だ
。

第
二
期
の
『
女
子
文
藝
』
は
十
一
月
二
九
日
に
発
行
さ
れ
、
全
部
で
五
篇
の
文
章
を
載
せ
て
い
る
。
趙
清
閣
の
「
介
紹
中
国
現
代
女

作
家
的
創
作
（
中
国
現
代
女
性
作
家
の
創
作
紹
介
）
」
は
『
婦
女
旬
刊
』
に
掲
載
さ
れ
た
弔
庚
「
中
国
現
代
的
女
作
家
（
中
国
現
代
の
女

性
作
家
）
」
を
ふ
ま
え
て
丁
玲
、
泳
心
、
麿
隠
、
蘇
雪
林
、
凋
況
君
、
呉
曙
天
な
ど
の
女
性
作
家
の
作
品
を
紹
介
し
た
も
の
だ
。
「
編
後
雑

話
」
の
中
で
、
趙
清
閣
は
『
女
子
文
藝
』
が
実
行
し
よ
う
と
す
る
三
つ
の
計
画
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
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け
る
地
位
を
明
ら
か
に
説
明
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
認
識
を
持
っ
て
い
な
い
読
者
が
、
女
性
の
問
題
を
社
会
の
大
き
な
問
題
と
し
て

捉
え
る
よ
う
に
導
く
こ
と
。
人
類
社
会
に
は
男
女
双
方
の
参
与
が
欠
か
せ
ず
、
社
会
の
進
化
と
発
展
の
た
め
に
は
必
ず
こ
う
い
う
基
礎

男
女
が
同
じ
水
平
線
の
上
で
平
等
に
発
展
す
る
こ
と
、
同
等
の
権
利
と
義
務
を
有
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
か
ら
だ
。
二
つ
目
は

「
刺
激
的
な
文
学
で
従
来
黙
り
込
ん
で
い
た
女
性
を
啓
発
し
、
強
権
に
よ
っ
て
萎
縮
さ
せ
ら
れ
き
た
彼
女
た
ち
の
純
粋
な
心
を
励
ま
す
」

こ
と
、
目
を
塞
が
れ
て
い
た
女
性
た
ち
を
目
覚
め
さ
せ
、
全
て
の
女
性
た
ち
に
自
覚
を
促
し
、
自
分
た
ち
の
責
任
を
知
り
、
失
わ
れ
て

き
た
女
性
の
権
利
を
奪
回
す
る
こ
と
で
あ
り
、
三
つ
目
は
「
女
性
た
ち
が
実
際
に
相
続
権
を
獲
得
し
、
実
際
に
参
政
し
、
実
際
に
戦
線

に
赴
く
よ
う
に
す
る
こ
と
」
だ
っ
た
。
「
女
性
の
解
放
は
自
分
自
身
の
努
力
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
五
男
女
平
等
と
い
う
優
勝
旗
ク
の

獲
得
は
、
全
て
自
分
た
ち
の
頭
脳
に
か
か
っ
て
い
る
」
。
以
上
三
つ
の
計
画
か
ら
、
趙
清
閣
は
こ
の
刊
行
物
を
単
な
る
文
藝
の
園
地
と
み

な
し
た
の
で
は
な
く
、
女
性
が
受
け
て
い
る
差
別
と
不
公
平
に
対
し
て
文
字
を
武
器
と
し
て
抵
抗
の
声
を
あ
げ
、
相
続
権
や
参
政
権
な

ど
、
女
性
が
男
性
と
同
様
の
権
利
を
獲
得
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
の
だ
と
わ
か
る
。
社
会
に
お
け
る
無
知
蒙
昧
な
女
性
を
覚
醒
さ

せ
る
た
め
、
刺
激
的
な
文
章
で
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
長
い
間
女
性
を
縛
っ
て
き
た
封
建
思
想
の
鎖
を
除
こ
う
と
し
た
の
だ
。

趙
清
閣
の
こ
の
よ
う
な
構
想
は
実
践
を
伴
う
も
の
で
も
あ
っ
た
。
一
九
三
二
年
十
二
月
二
九
日
に
は
『
女
子
文
藝
』
第
三
期
が
発
行

さ
れ
た
が
、
巻
頭
文
は
趙
の
「
婦
女
的
参
政
運
動
（
女
性
の
参
政
運
動
）
」
で
、
女
子
の
参
政
権
を
主
張
し
、
現
代
女
性
の
参
政
運
動
を

鼓
舞
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。
残
念
な
が
ら
こ
の
三
つ
の
計
画
は
最
終
的
に
完
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
『
女
子
文
藝
』
は
第
三
期

で
終
わ
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
停
刊
の
原
因
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
「
刺
激
的
な
文
字
」
が
保
守
的
な
旧
勢
力
と
は
相
入
れ

な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
一
九
三
三
年
二
月
五
日
に
創
刊
さ
れ
た
『
河
南
民
国
日
報
・
女
子
文
藝
』
週
刊
（
の

ち
に
『
婦
女
週
刊
』
に
改
名
）
と
同
年
に
出
た
『
鄭
州
日
報
』
の
『
地
』
隔
週
刊
は
、
『
河
南
民
報
・
女
子
文
藝
』
の
意
志
を
継
ぐ
も
の

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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二
、
『
中
央
日
報
・
教
育
と
文
化
』
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
編
集
長

一
九
四

0
年
三
月
一
日
、
重
慶
『
中
央
日
報
』
の
付
録
と
し
て
『
教
育
文
化
』
と
い
う
刊
行
物
が
出
さ
れ
た
。
問
い
合
わ
せ
先
は
『
本

報
教
育
文
化
専
刊
編
集
室
』
と
さ
れ
て
お
り
、
編
集
者
が
誰
な
の
か
は
っ
き
り
書
か
れ
て
は
い
な
い
。
三
月
二
日
、
眺
蓬
子
編
集
の
『
新

蜀
報
』
副
刊
『
蜀
道
』
第
六
一
期
の
コ
ラ
ム
「
文
藝
簡
訊
」
が
「
趙
清
閣
が
北
硝
か
ら
重
慶
に
や
っ
て
き
て
『
中
央
日
報
』
の
『
教
育

文
化
』
専
刊
の
編
集
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
期
は
昨
日
出
版
さ
れ
て
い
る
」
と
簡
単
に
報
道
し
て
い
る
。
一
九
一
二
八
年
―
―
一
月
、

中
華
全
国
文
藝
界
抗
敵
協
会
（
略
称
ょ
文
協
ク
）
が
武
漢
で
成
立
し
た
後
、
趙
清
閣
も
眺
蓬
子
も
；
文
協
ク
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
。

や
が
て
、
二
人
は
前
後
し
て
重
慶
に
移
り
、
抗
戦
文
化
工
作
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
四

0
年
一
月
二
七
日
晩
、
眺
蓬
子
は
重

慶
の
匪
利
飯
店
で
ク
『
蜀
道
』
第
一
回
座
談
会
ク
を
開
き
、
；
ど
の
よ
う
に
作
家
の
戦
時
生
活
を
保
障
す
る
か
ク
に
つ
い
て
討
論
し
た
。
老

舎
、
趙
清
閣
、
胡
風
、
鳳
子
、
陽
翰
笙
、
華
林
、
沙
雁
、
王
平
陵
、
威
雲
遠
、
高
長
虹
、
陳
紀
澄
な
ど
の
作
家
が
招
待
さ
れ
て
出
席
し

て
い
る
。
同
日
、
趙
清
閣
は
新
詩
『
寄
友
人
（
友
人
に
寄
せ
て
）
』
を
『
新
蜀
報
・
蜀
道
』
第
二
七
期
に
発
表
し
た
。
ま
も
な
く
、
眺
蓬

子
の
短
篇
小
説
「
一
個
哨
兵
（
あ
る
哨
兵
）
」
が
趙
清
閣
編
集
の
『
弾
花
』
第
三
巻
第
三
期
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
趙
清
閣

と
眺
蓬
子
は
重
慶
時
代
は
関
係
が
よ
く
、
お
互
い
の
刊
行
物
に
投
稿
し
あ
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
編
集
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
趙
清
閣
と
眺
蓬
子
が
お
互
い
を
よ
く
知
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
上
述
の
コ
ラ
ム
が
提
供
す
る
情
報
に
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。
『
教
育
文
化
』
の
創
刊
後
ま
も
な
く
、
作
家
の
華
林
が
中
国
に
は
文
化
新
聞
的
な
日
報
が
必
要
で
あ
る
、
国
が
人
材
を
求
め
る
態
度

に
応
じ
る
べ
き
だ
と
い
う
提
案
を
し
た
。
「
国
の
た
め
に
人
材
を
求
め
る
と
い
う
任
務
を
実
践
す
れ
ば
、
こ
の
刊
行
物
は
素
晴
ら
し
い

光
を
放
つ
だ
ろ
う
。
才
能
あ
る
人
に
対
し
て
、
本
刊
は
そ
の
意
見
を
発
表
し
、
そ
の
専
門
的
な
学
術
論
著
を
発
表
す
る
場
所
を
提
供
す

る
。
ま
た
彼
ら
の
始
め
る
事
業
の
成
就
の
た
め
に
協
力
し
、
声
援
を
惜
し
ま
な
い
。
」
同
期
に
掲
載
さ
れ
た
「
編
者
致
答
華
林
先
生
（
編

者
に
よ
る
華
林
先
生
へ
の
答
え
）
」
は
、
「
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
編
者
は
以
前
前
漢
の
益
血
何
、
韓
信
を
推
薦
す
ク
と
い
う
故
事
に
材
を
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を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

と
っ
て
脚
本
を
書
い
た
が
、
こ
れ
は
政
府
当
局
の
反
応
を
み
よ
う
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
効
果
が
ど
う
な
る
か
は
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
わ

か
ら
な
い
。
た
だ
今
後
も
こ
の
方
向
を
続
け
た
い
と
は
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
建
国
の
成
功
に
つ
な
が
ら
な
い
か
ら

だ
」
と
言
う
。
ま
た
、
「
現
在
に
至
る
ま
で
、
本
刊
は
た
っ
た
一
人
で
動
か
し
て
い
る
。
編
集
者
以
外
に
仕
事
を
し
て
く
れ
る
者
は
い
な

い
の
だ
」
と
も
書
い
て
い
る
。
一
九
四

0
年
前
後
、
趙
清
閣
は
『
薦
賢
』
と
い
う
歴
史
劇
を
書
い
て
お
り
、
一
九
四
一
年
五
月
に
重
慶

『
文
化
新
聞
』
の
文
藝
副
刊
『
文
藝
青
年
』
第
一
巻
第
三
期
に
発
表
し
て
い
る
。
語
ら
れ
て
い
る
の
は
ま
さ
に
「
篇
何
が
韓
信
を
推
薦
し

た
」
物
語
だ
。
こ
れ
も
ま
た
、
『
教
育
文
化
』
の
編
集
者
が
趙
清
閣
だ
っ
た
こ
と
の
証
拠
と
な
る
だ
ろ
う
。
本
誌
は
最
初
『
教
育
文
化
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
が
、
一
九
四

0
年
四
月
一
日
、
第
十
一
期
を
も
っ
て
『
教
育
与
文
化
（
教
育
と
文
化
）
』
に
改
め
ら
れ
、
連
絡

先
も
「
本
報
教
育
与
文
化
専
刊
編
集
室
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
最
初
は
三
日
に
一
回
の
刊
行
だ
っ
た
が
、
同
年
五
月
八
日
の
第
ニ
―

期
か
ら
は
週
刊
に
な
っ
た
。
『
教
育
与
文
化
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
時
間
の
ほ
う
が
長
い
の
で
、
以
下
は
統
一
し
て
こ
の
タ
イ
ト
ル

「
創
刊
詞
」
（
署
名
は
編
者
と
な
っ
て
い
る
）
の
中
で
、
趙
清
閣
は
本
誌
の
主
旨
に
つ
い
て
は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
。
「
教
育
と
文
化
に

つ
い
て
は
、
随
時
す
べ
て
の
動
態
に
つ
い
て
社
会
に
報
告
す
べ
き
必
要
が
あ
る
。
前
方
だ
ろ
う
と
後
方
だ
ろ
う
と
、
農
村
で
あ
ろ
う
と

都
市
で
あ
ろ
う
と
、
お
よ
そ
教
育
と
文
化
に
関
わ
る
消
息
は
、
広
く
集
め
て
統
一
的
に
、
十
分
に
紹
介
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
れ

ば
社
会
に
教
育
と
文
化
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
知
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
の
ち
に
史
料
を
編
纂
す
る
際
の
一
助
に
も
な
る
の
で
、

こ
の
任
務
の
意
義
と
価
値
を
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
」
。
純
文
藝
に
属
す
る
副
刊
で
は
な
い
の
で
、
本
紙
を
「
少
し
で
も
活
気
に
満
ち

た
様
子
に
す
る
た
め
」
、
「
通
訊
や
紹
介
を
重
視
す
る
以
外
に
、
客
観
的
な
批
評
や
、
専
門
的
な
論
著
を
載
せ
る
コ
ラ
ム
を
作
る
こ
と
に

し
た
」
。
本
紙
は
特
約
の
原
稿
以
外
に
自
由
投
稿
も
歓
迎
し
て
い
た
の
だ
。
「
消
息
」
「
通
訊
」
「
論
壇
」
「
批
評
」
「
紹
介
」
「
特
写
（
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ
ュ
）
」
な
ど
の
コ
ラ
ム
が
あ
り
、
掲
載
さ
れ
た
文
章
は
お
よ
そ
三
種
類
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
は
教
育
、
文
化
、
出
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版
に
関
す
る
消
息
や
短
い
紹
介
、
公
文
書
な
ど
。
「
中
華
職
業
教
育
社
二
十
九
年
度
工
作
計
画
大
綱
」
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
。
二
つ
目

は
文
化
、
教
育
に
つ
い
て
論
じ
る
論
稿
。
禾
火
の
『
文
藝
奨
助
金
的
支
配
問
題
（
文
藝
助
成
金
の
配
分
問
題
）
』
、
火
水
の
『
電
影
教
育
与

戯
劇
教
育
（
映
画
教
育
と
戯
劇
教
育
）
』
な
ど
で
あ
る
。
三
つ
目
は
戯
劇
、
映
画
、
図
書
に
つ
い
て
の
評
論
で
、
と
り
あ
げ
ら
れ
た
作
品

に
は
丁
玲
の
『
河
内
一
郎
』
、
曹
昂
の
『
蜆
変
』
、
老
舎
の
『
略
詑
祥
子
』
な
ど
が
あ
っ
た
。
趙
清
閣
本
人
は
「
清
閣
」
「
青
谷
」
「
趙
天
」

な
ど
の
箪
名
で
、
「
北
硝
漢
戯
観
後
感
（
北
陪
漢
戯
の
感
想
）
」
「
対
於
出
版
界
計
算
文
章
字
数
的
一
点
牢
騒
（
出
版
界
の
文
字
数
の
数
え

方
に
つ
い
て
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
満
）
」
「
『
雷
炒
郷
』
観
後
感
（
『
ラ
モ
ナ
』
感
想
）
」
「
対
於
郡
力
子
先
生
出
使
蘇
聯
的
感
想
（
部
力
子
先

生
が
ソ
連
大
使
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
）
」
「
『
軟
体
動
物
』
観
感
（
『
軟
体
動
物
』
感
想
）
」
「
疏
散
区
俯
須
予
公
務
員
以
人
身
保
障
（
疎

開
先
で
も
公
務
員
に
人
身
保
障
を
与
え
る
べ
き
だ
）
」
と
い
っ
た
文
章
を
発
表
し
た
。
ま
た
彼
女
は
人
脈
を
利
用
し
て
、
朱
双
雲
、
唐
性

天
、
王
平
陵
、
隋
樹
森
、
老
向
と
い
っ
た
友
人
に
投
稿
を
依
頼
し
て
い
る
。

趙
清
閣
は
「
文
苑
工
作
漫
記
」
の
中
で
『
弾
花
』
が
停
刊
に
至
っ
た
過
程
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
私
と
、
教
育
部
が
編
集
印
刷

し
た
『
学
生
之
友
』
（
責
任
者
は
許
心
武
）
と
の
間
で
い
ざ
こ
ざ
が
起
こ
っ
た
。
原
因
は
こ
の
雑
誌
が
青
年
学
生
の
思
想
の
左
傾
問
題
に

つ
い
て
叱
責
し
た
の
に
私
が
反
感
を
覚
え
た
か
ら
だ
。
「
鉄
公
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
批
判
し
た
と
こ
ろ
、
官
公
庁
に
悪
い
印
象
を
与

え
て
補
助
金
を
取
り
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
正
中
書
局
も
売
っ
て
く
れ
よ
う
と
し
な
く
な
っ
た
の
で
、
停
刊
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の

（

一

四

）

で
あ
る
」
。
実
際
に
は
、
こ
の
「
鉄
公
」
が
書
い
た
「
評
『
学
生
之
友
』
創
刊
号
（
『
学
生
之
友
』
創
刊
号
を
評
す
る
）
」
が
発
表
さ
れ
た

の
は
一
九
四

0
年
七
月
二
四
日
『
教
育
与
文
化
』
第
二
十
九
期
だ
。
『
学
生
之
友
』
が
世
に
出
た
の
は
同
年
の
六
月
十
五
日
で
、
創
刊
号

に
は
梁
実
秋
の
「
対
青
年
談
思
想
自
由
問
題
（
青
年
が
思
想
の
自
由
を
語
る
問
題
に
つ
い
て
）
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
趙
清
閣
は

こ
の
雑
誌
が
「
学
生
」
と
「
青
年
」
を
い
っ
し
ょ
く
た
に
し
て
い
る
が
、
学
生
に
向
か
っ
て
「
左
傾
」
「
右
傾
」
な
ど
の
問
題
を
語
る
の

は
よ
く
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
八
月
十
五
日
、
許
心
武
は
『
学
生
之
友
』
第
一
巻
第
二
、
三
期
合
併
号
の
「
編
後
記
」
に
お
い
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（

一

五

）

て
、
「
『
鉄
公
』
先
生
の
見
解
は
ま
る
き
り
誤
っ
て
い
る
」
と
反
応
し
、
『
教
育
与
文
化
』
は
余
計
な
も
の
だ
と
あ
て
こ
す
っ
た
。
そ
の
あ

と
、
趙
清
閣
は
「
為
鉄
公
駁
『
学
生
之
友
』
二
三
期
合
刊
的
『
編
後
記
』
」
（
鉄
公
の
た
め
に
『
学
生
之
友
』
二
三
合
併
号
の
「
編
集
記
」

に
反
駁
す
る
）
（
『
弾
花
』
第
三
巻
第
六
、
七
期
合
併
号
掲
載
）
を
書
い
た
が
、
そ
の
中
の
第
四
点
と
し
て
『
教
育
与
文
化
』
停
刊
の
問
題

に
触
れ
て
い
る
。
「
ま
た
、
そ
れ
が
「
停
刊
」
す
る
か
否
か
は
ま
た
別
の
問
題
だ
。
こ
の
編
集
者
は
鉄
公
を
恨
ん
で
い
る
か
ら
と
い
っ
て

そ
の
怒
り
を
雑
誌
に
向
け
、
皮
肉
を
い
う
べ
き
で
は
な
い
」
。
許
心
武
は
教
育
部
の
教
科
用
図
書
編
集
委
員
会
の
主
任
委
員
で
あ
り
、

教
育
部
教
科
用
図
書
編
集
委
員
会
の
編
集
員
だ
っ
た
趙
清
閣
は
彼
の
部
下
に
当
た
る
。
彼
女
が
「
鉄
公
」
と
い
う
筆
名
を
用
い
て
本
名

を
名
乗
ら
な
か
っ
た
の
は
、
憚
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
許
心
武
は
も
し
か
し
た
ら
「
鉄
公
」
の
正
体
を
知
ら
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
『
教
育
与
文
化
』
が
趙
清
閣
の
編
集
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
そ
こ
で
趙
清
閣
と
『
教
育

与
文
化
』
に
怒
り
を
移
し
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
時
間
の
流
れ
か
ら
考
え
る
と
、
『
弾
花
』
よ
り
『
教
育
与
文

化
』
こ
そ
が
「
官
公
庁
の
印
象
を
悪
く
」
し
て
し
ま
っ
て
停
刊
の
憂
き
目
を
み
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

純
文
藝
刊
行
物
だ
っ
た
『
弾
花
』
に
比
べ
る
と
、
総
合
的
な
性
格
を
持
つ
『
教
育
与
文
化
』
は
多
少
見
劣
り
す
る
。
同
時
に
、
こ
れ

は
国
民
党
中
央
機
関
報
で
あ
っ
た
『
中
央
日
報
』
に
附
属
す
る
も
の
だ
っ
た
た
め
、
い
く
ら
か
官
公
庁
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
た
。
刊

行
物
の
性
質
や
背
景
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
趙
清
閣
が
編
集
を
し
て
い
た
際
に
も
多
く
の
制
限
が
あ
り
、
得
意
と
す
る
文
藝
編
集
の
オ

能
を
十
分
に
い
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
女
は
明
ら
か
に
『
弾
花
』
に
よ
り
多
く
の
精
力
と
心
血
を
注
ぎ
、
抗
戦
期
の
著
名
な

刊
行
物
に
育
て
上
げ
た
の
で
あ
る
。
『
教
育
与
文
化
』
は
た
っ
た
四
ヶ
月
し
か
維
持
で
き
な
か
っ
た
が
、
抗
戦
の
文
化
教
育
事
業
に
一
定

の
貢
献
を
な
し
と
げ
た
。
掲
載
さ
れ
た
消
息
、
通
訊
、
公
文
書
な
ど
は
、
当
時
の
教
育
や
文
化
研
究
の
た
め
の
一
次
資
料
と
な
り
う
る

も
の
で
、
「
の
ち
の
史
料
編
纂
を
助
け
る
」
と
い
う
目
標
を
実
現
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
一
九
四

0
年
三
月
十
日
第
四
期
に
は
『
弾
花
』

第
三
巻
第
三
期
が
「
す
で
に
今
月
一
日
に
出
版
さ
れ
た
」
と
い
う
消
息
を
伝
え
て
い
て
、
該
当
す
る
『
弾
花
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
奥
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で
再
び
「
條
凡
」
と
署
名
し
て
い
る
。

付
け
に
書
い
て
あ
る
二
月
一
日
で
は
な
く
て
三
月
一
日
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
『
教
育
与
文
化
』
は
抗
戦
文
藝

運
動
に
も
一
定
の
貢
献
を
し
て
い
る
。
「
文
藝
奨
助
金
的
支
配
問
題
」
「
対
於
出
版
界
計
算
文
章
字
数
的
一
点
牢
騒
」
は
み
な
当
時
の
「
作

家
生
活
保
障
運
動
」
に
応
じ
て
発
表
し
た
も
の
だ
。

三
、
趙
清
閣
の
筆
名
新
発
見
に
つ
い
て
の
考
証

『
中
国
現
代
文
学
作
者
箪
名
録
』
『
中
国
近
現
代
人
物
名
号
大
辞
典
』
『
中
国
近
現
代
人
物
別
名
詞
典
』
な
ど
の
資
料
は
、
趙
清
閣
が
本

名
以
外
に
つ
か
っ
た
筆
名
（
別
名
）
と
し
て
清
閣
、
趙
天
、
青
谷
、
清
谷
、
人
一
、
騒
人
、
鉄
公
を
挙
げ
て
い
る
。
筆
者
は
『
女
子
文

藝
』
『
教
育
与
文
化
』
な
ど
を
調
査
し
、
趙
清
閣
が
少
な
く
と
も
以
下
の
八
つ
の
筆
名
を
用
い
て
い
た
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

(
-
)
漑
凡
『
女
子
文
藝
』
第
一
期
に
「
清
閣
」
の
署
名
で
『
随
筆
|
_
愛
F

砕
集
之
十
二
』
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
第
三
期
に

は
『
詩
人
的
漫
筆
|_
_
 零
砕
集
之
十
四
』
が
あ
り
、
署
名
は
「
條
凡
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
零
砕
集
」
は
趙
清
閣
に
よ
る
散
文

シ
リ
ー
ズ
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
上
記
の
二
篇
と
『
月
夜
随
筆
零
砕
集
之
二
十
五
』
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
三

五
年
十
一
月
か
ら
翌
年
の
一
月
ま
で
『
河
南
民
報
・
風
雨
』
に
「
條
凡
」
の
名
前
で
連
載
さ
れ
た
「
窮
人
」
と
い
う
小
説
が

あ
る
。
校
勘
し
た
と
こ
ろ
、
一
九
三
五
年
に
趙
清
閣
作
品
集
『
早
』
が
収
録
し
た
同
名
の
小
説
と
基
本
的
に
同
じ
プ
ロ
ッ
ト

で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
「
條
凡
」
と
は
す
な
わ
ち
趙
清
閣
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
お
く
。

清
閣
は
「
條
凡
」
を
用
い
て
『
河
南
民
・
風
雨
』
に
「
断
頭
台
」
と
い
う
小
説
を
連
載
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
四

0
年
四
月

ニ
八
日
、
趙
清
閣
は
重
慶
の
『
中
央
日
報
・
教
育
と
文
化
』
第
二
十
期
掲
載
の
「
『
岳
飛
』
観
後
後
，
感
到
「
最
後
関
頭
」
之

需
要
演
給
外
賓
看
（
『
岳
飛
』
を
観
て
、
「
最
後
の
正
念
場
」
の
段
を
外
国
人
客
に
演
じ
て
み
せ
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
）
」

一
九
三
六
年
初
、
趙
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（
二
）
沸
克

『
随
筆
~
零
砕
集
之
十
二
』
の
末
注
に
「
B
埠
k

院
に
て
記
す
」
と
あ
る
が
、
「
K
院
」
は
明
ら
か
に
河
南
省
の
救

済
院
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
『
詩
人
的
漫
筆
ー
~
零
砕
集
之
十
四
』
の
落
款
に
は
「
K
院
に
て
記
す
」
、
詩
歌
「
浄
歌
献

給
祢
（
清
い
歌
あ
な
た
に
捧
げ
る
）
」
の
末
注
に
は
「
旧
作
を
K
院
に
て
改
め
る
」
と
あ
り
、
こ
の
三
篇
の
作
者
は
お
そ

ら
く
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
一
九
三
二
年
八
月
二
十
六
日
、
『
河
南
民
報
・
風
雨
』
に
「
悌
克
」
に
よ
る
新
詩
「
慈

的
失
意
歌
（
慈
の
失
意
の
歌
）
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
詩
は
「
恨
憫
的
詩
」
「
勝
利
」
「
当
我
猟
住
了
新
的
霊
魂
（
私
が
新
た

な
霊
魂
を
掴
ん
だ
時
）
」
「
孤
新
泊
祖
母
逝
世
億
【
マ
マ
】
想
曲
之
三
（
新
た
に
流
す
孤
独
な
涙
祖
母
逝
去
の
追
想
曲

三
）
」
と
と
も
に
趙
清
閣
の
新
詩
の
代
表
作
で
あ
り
、
周
啓
祥
が
編
集
し
た
『
三
十
年
代
中
原
詩
抄
新
編
』
に
選
ば
れ
て
い
る
。

周
啓
祥
は
趙
清
閣
の
同
郷
で
あ
り
文
友
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
彼
女
の
筆
名
を
間
違
え
る
と
は
考
え
に
く
い
し
、
お
そ
ら
く
は

編
集
の
過
程
で
趙
清
閣
本
人
の
許
可
を
と
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
趙
清
閣
は
「
悌
克
」
の
名
で
短
篇
小
説
も
発
表
し
て
い

（

一

九

）

（

二

0

)

た
。
た
と
え
ば
一
九
三
四
年
の
「
鶯
鶯
」
や
一
九
三
五
年
の
「
戦
区
裏
的
席
公
館
（
戦
区
の
中
の
席
公
館
）
」
な
ど
。

（
三
）
凡
こ
の
筆
名
は
お
そ
ら
く
「
條
凡
」
を
縮
め
た
も
の
だ
ろ
う
。
主
に
趙
清
閣
が
編
集
し
て
い
た
南
京
『
婦
女
文
化
』
第
一

巻
第
一
期
（
つ
ま
り
創
刊
号
）
お
よ
び
第
二
期
で
発
表
し
た
「
社
評
」
の
文
章
で
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
期
の
「
社
評
」

は
全
部
で
六
篇
あ
り
、
署
名
は
す
べ
て
一
文
字
で
、
そ
れ
ぞ
れ
凡
、
清
、
僕
、
輝
、
凡
、
文
と
な
っ
て
い
る
。
創
刊
号
の
「
婦

女
文
化
与
救
亡
代
発
刊
詞
（
婦
女
文
化
と
救
亡
発
刊
詞
に
か
え
て
）
」
の
署
名
は
趙
清
閣
、
楊
郁
文
と
な
っ
て
い
る
。

楊
郁
文
は
趙
の
親
友
で
、
二
人
で
一
緒
に
『
婦
女
文
化
』
を
立
ち
上
げ
、
発
行
人
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
時
雑
誌
は
二

人
で
切
り
盛
り
し
て
い
た
の
で
、
「
社
評
」
も
こ
の
二
人
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
名
前
か
ら
推
断
す
る
に
、
「
文
」

は
楊
郁
文
で
「
凡
」
「
清
」
は
趙
清
閣
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
「
僕
」
「
輝
」
が
誰
の
筆
名
な
の
か
は
今
後
の
考
証
が
待
た
れ
る
。

（
四
）
清
「
清
」
は
明
ら
か
に
「
清
閣
」
を
縮
め
た
も
の
だ
。
一
九
三
六
年
八
月
の
『
婦
女
文
化
』
創
刊
号
に
「
女
性
為
什
塵
不
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可
以
愛
女
性
？
（
女
性
は
な
ぜ
女
性
を
愛
し
て
は
い
け
な
い
の
か
）
」
と
い
う
「
社
評
」
が
掲
載
さ
れ
、
文
末
に
「
清
」
と
署

名
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
文
章
は
女
性
間
の
同
性
愛
に
つ
い
て
の
文
章
に
対
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
「
愛
と
は
元
来
広
汎
な

も
の
」
で
あ
り
、
女
性
に
は
一
切
の
人
を
愛
す
る
権
利
が
あ
る
と
説
く
。
女
性
に
は
団
結
が
必
要
で
、
同
性
同
士
が
仲
良
く

し
た
と
こ
ろ
で
責
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
も
の
だ
。
女
性
は
「
男
性
を
愛
す
る
た
め
だ
け
に
生
ま
れ
て
き
た
の
で

は
な
く
」
、
愛
の
対
象
を
自
由
に
選
べ
る
、
と
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
作
者
は
女
性
「
同
性
愛
」
を
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

こ
こ
で
い
う
愛
と
は
実
際
に
は
同
性
間
の
友
情
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
趙
清
閣
に
よ
る
女
性
の
運
命
へ
の
観
照
と
シ
ス
タ
ー

フ
ッ
ド
ヘ
の
関
心
と
を
示
し
て
お
り
、
作
者
の
女
性
観
を
考
察
す
る
た
め
に
重
要
な
文
献
と
言
え
る
。

（
五
）
青
帯
『
婦
女
文
化
』
創
刊
号
に
「
青
帯
」
の
署
名
で
発
表
さ
れ
た
短
篇
小
説
「
鳳
」
が
あ
る
。
上
海
鉄
流
書
局
が
一
九
三

七
年
に
出
版
し
た
趙
清
閣
の
短
篇
小
説
集
『
華
北
的
秋
（
華
北
の
秋
）
』
に
こ
の
小
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
青
サ
帝
」
は

趙
の
筆
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
三
四
年
五
月
十
一
日
の
『
河
南
民
報
・
民
報
副
刊
』
第
二
二
六
期
に
は
す
で
に
：
上

海
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ク
と
い
う
散
文
「
文
霞
追
悼
会
在
上
海
（
上
海
で
の
文
霞
追
悼
会
）
」
が
「
青
帯
」
の
署
名
で
発
表
さ
れ

て
い
る
。
趙
清
閣
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
四
年
、
彼
女
は
上
海
美
専
で
学
び
な
が
ら
天
一
映
画
会
社
で
働
い
て
お
り
、

『
明
星
日
報
』
に
宣
伝
文
を
寄
稿
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
筆
者
は
「
文
霞
追
悼
会
在
上
海
」
の
作
者
も
趙
清
閣
に
他
な
ら
な

い
と
考
え
る
。
文
中
に
は
こ
ん
な
一
文
が
あ
る
。
「
午
後
二
時
、
私
は
雨
の
中
、
は
る
ば
る
菜
市
路
か
ら
西
蔵
路
ま
で
、
寧
波

同
郷
会
に
参
加
し
に
い
っ
た
」
。
当
時
の
上
海
「
美
専
」
は
ま
さ
に
菜
市
路
（
現
在
の
順
昌
路
）
に
あ
っ
た
。
文
霞
の
死
は
当

時
の
文
化
界
に
衝
撃
を
与
え
、
趙
清
閣
は
こ
の
文
の
中
で
彼
女
の
哀
悼
の
情
を
表
明
し
、
「
文
霞
の
死
は
社
会
や
映
画
界
の
損

失
に
と
ど
ま
ら
ず
、
わ
た
し
た
ち
女
性
全
体
に
と
っ
て
の
損
失
だ
」
と
書
い
た
。
こ
の
ほ
か
、

月
刊
』
第
三
巻
第
十
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
新
詩
「
送
別
」
で
も
こ
の
箪
名
が
使
わ
れ
て
い
る
。

一
九
三
五
年
十
一
月
『
女
子
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し
、
四
月
十
日
の
第
十
四
期
に
投
稿
し
た
。

一
九
三
六
年
九
月
『
婦
女
文
化
』
第
一
巻
第
二
期
に
載
せ
た
「
新
社
会
的
蘇

聯
婦
女
（
新
社
会
の
ソ
連
女
性
）
」
で
は
こ
の
署
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
同
年
十
一
月
、
武
漢
の
『
文
藝
』
第
三
巻
第
五
期

は
、
趙
清
閣
の
小
説
「
華
北
的
秋
」
の
次
に
『
婦
女
文
化
』
第
二
期
の
目
次
を
載
せ
て
お
り
、
趙
清
閣
「
白
鷺
洲
的
釣
魚
（
白

鷺
洲
で
の
魚
釣
り
）
」
、
青
「
新
社
会
的
蘇
聯
解
放
婦
女
之
近
状
（
新
社
会
の
ソ
連
に
お
け
る
婦
女
解
放
の
近
況
）
」
な
ど
が
連

ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
雑
誌
の
編
集
者
で
あ
る
胡
紹
軒
と
羅
紹
薬
は
趙
清
閣
と
は
協
力
関
係
に
あ
っ
て
原
稿
を
融
通
し
あ
っ

て
い
た
か
ら
、
こ
の
目
録
は
趙
清
閣
自
身
が
宣
伝
の
た
め
に
提
供
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
新
社
会
的
蘇
聯
解
放
婦
女
之
近

状
」
は
「
新
社
会
的
蘇
聯
婦
女
」
の
元
々
の
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
最
初
は
「
青
」
だ
っ
た
署
名
が
の
ち
に
「
青

菩
」
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
「
白
鷺
洲
的
釣
魚
」
も
同
じ
よ
う
な
経
緯
で
、
最
終
的
に
発
表
し
た
と
き
は
「
白
鷺
洲
釣
魚
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
な
り
、
署
名
は
「
青
谷
」
と
さ
れ
た
。

（
七
）
天
我
一
九
四

0
年
三
月
二
十
二
日
、
重
慶
の
『
中
央
日
報
・
教
育
と
文
化
』
第
八
期
の
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」
欄
に
本
紙

記
者
が
「
天
我
」
と
い
う
署
名
で
「
記
教
部
音
楽
会
（
教
部
の
音
楽
会
に
つ
い
て
記
す
）
」
と
い
う
記
事
を
書
い
て
お
り
、
文

中
で
河
南
教
育
庁
長
の
魯
蕩
平
が
「
本
紙
の
た
め
に
旅
中
で
の
見
聞
を
書
い
て
く
れ
る
と
約
束
し
て
く
れ
た
」
と
言
っ
て
い

る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
趙
清
閣
は
「
編
者
致
答
華
林
先
生
」
で
本
紙
は
「
編
集
者
以
外
に
仕
事
を
し
て
く
れ
る
者
は
い

な
い
の
だ
」
と
書
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
「
天
我
」
は
趙
清
閣
で
あ
る
と
容
易
に
推
測
で
き
る
。
ま
も
な
く
、
趙
清
閣
は
再
び

「
天
我
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い
て
「
文
協
」
の
第
3
回
年
会
に
つ
い
て
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
「
文
藝
大
宴
会
」
を
執
筆

（
八
）
中
明

一
九
四
六
年
九
月
十
一
日
、
王
進
珊
編
集
の
『
申
報
・
文
学
』
が
「
中
明
」
と
い
う
著
者
の
「
文
人
友
情
与
政
治
関

係
（
文
人
の
友
情
と
政
治
の
関
係
）
』
と
い
う
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
校
勘
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
の
文
章
は
一
九
四
七
年
ニ

（
六
）
若
青

こ
の
筆
名
は
「
青
帯
」
に
似
て
い
る
。
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月
一
日
に
『
文
藝
与
生
活
（
文
藝
と
生
活
）
』
第
四
巻
第
一
期
に
掲
載
さ
れ
た
趙
清
閣
「
友
情
与
政
治
（
友
情
と
政
治
）
」
と
ほ

ほ
内
容
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
「
中
明
」
が
趙
清
閣
の
筆
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
趙
清
閣
が
友

情
を
論
じ
た
こ
の
文
章
を
二
度
発
表
し
た
こ
と
か
ら
、
彼
女
が
政
治
的
立
場
を
超
え
た
純
粋
な
友
情
を
重
視
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

趙
清
閣
は
一
九
三
六
年
に
「
我
創
作
的
動
機
（
私
の
創
作
動
機
）
」
の
中
で
「
小
学
六
年
生
の
と
き
、
ク
ラ
ス
の
『
壁
新
聞
』
を
作
っ

た
こ
と
が
私
と
文
学
と
の
縁
の
始
ま
り
だ
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
「
文
苑
耕
作
漫
憶
」
で
は
少
し
異
な
っ
て
お
り
、
「
小
学
五
年
に
な
っ

た
と
き
、
孫
と
い
う
姓
の
国
語
の
先
生
が
私
の
成
績
を
認
め
て
壁
新
聞
を
作
ら
せ
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
光
栄
か
つ
厳
し
い
任
務
だ
っ
た

（

二

四

）

が
、
実
の
と
こ
ろ
は
原
稿
を
書
く
の
は
先
生
で
、
私
は
た
だ
そ
れ
を
清
書
し
、
挿
絵
を
つ
け
た
だ
け
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
も
し

も
壁
新
聞
作
り
が
趙
清
閣
の
「
文
学
と
の
縁
の
始
ま
り
」
で
あ
り
、
『
河
南
民
報
・
風
雨
』
の
代
理
編
集
が
臨
時
手
伝
い
と
い
う
性
質
の

も
の
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
『
河
南
民
報
・
女
子
文
藝
』
の
編
集
こ
そ
は
趙
清
閣
の
編
集
生
涯
の
真
の
開
始
で
あ
り
、
一
人
の
編
集
者
の
誕

生
を
正
式
に
告
げ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
『
河
南
民
報
・
女
子
文
藝
』
は
趙
清
閣
が
編
集
し
た
初
め
て
の
期
刊
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

（

二

五

）

お
そ
ら
く
は
河
南
省
の
、
な
い
し
は
中
原
地
区
の
最
も
早
い
女
性
解
放
の
専
門
的
刊
行
物
で
あ
り
、
現
代
女
性
報
刊
史
に
一
定
の
位
置

を
占
め
る
も
の
だ
。
ま
た
、
半
年
に
も
満
た
な
い
う
ち
に
停
刊
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
『
中
央
日
報
・
教
育
与
文
化
』
の
影
響
力
は
『
弾

花
』
に
は
及
ぶ
べ
く
も
な
い
が
、
編
集
者
だ
っ
た
趙
清
閣
は
官
公
署
の
刊
行
物
へ
の
圧
力
を
は
ね
の
け
、
文
化
的
動
態
を
適
時
に
紹
介

し
、
抗
戦
教
育
や
文
化
事
業
の
た
め
に
史
料
を
残
し
た
い
と
考
え
た
の
だ
っ
た
。
同
時
に
ま
た
鋭
敏
な
批
評
で
社
会
的
事
件
に
注
目
し
、

新
書
・
新
作
を
追
い
求
め
、
さ
ら
に
勇
気
を
持
っ
て
「
ち
ょ
っ
と
し
た
不
満
」
を
発
表
し
、
真
実
を
語
っ
た
た
め
に
停
刊
の
憂
き
目
に

終
わ
り
に
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(
―
-
)
華
林
「
対
於
謡
教
育
文
化
ク
専
刊
之
建
議
」
重
慶
『
中
央
日
報
』

-ノ‘ (
-
)
趙
清
閣
「
一
定
会
受
鼓
励
而
振
興
起
来
」
『
女
子
月
刊
』

「
趙
清
閣
千
里
訪
友
」
『
女
子
月
刊
』

一
九
三
三
年
第
一
巻
第
七
期
。

（
四
）
高
天
星
、
高
黛
英
、
陳
阜
東
「
趙
清
閣
文
藝
生
涯
年
譜
」
『
新
文
学
史
料
』

（
五
）
趙
清
閣
「
長
相
記
」
、
学
林
出
版
社
一
九
九
九
年
版
、

（三）

「
本
報
啓
事
三
」
『
河
南
民
報
』

（
九
）
趙
清
閣
「
写
在
巻
頭
的
幾
旬
話
」

一
九
一
＼
一
九
二
頁
。

一
九
三

0
年
十
二
月
八
日
第
一
版
。

（
七
）
趙
清
閣
『
愴
海
認
憶
』
香
港
生
活
•
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
一
九
八
二
年
、
八
七
頁
。

（
八
）
劉
如
水
「
似
水
流
年
風
雨
―
一
周
年
紀
年
的
話
」
、

一
九
三
二
年
十
一
月
一
五
日
「
河
南
民
報
・
女
子
文
藪
』
第
一
期
。

(

1

 

0

)

趙
清
閣
「
編
後
雑
話
」
一
九
三
二
年
十
一
月
二
九
日
『
河
南
民
報
・
女
子
文
藪
』
第
二
期
。

(
―
二
）
編
者
「
編
者
致
答
華
林
先
生
」
重
慶
『
中
央
日
報
』

一
九
三
四
年
七
月
一
日
『
河
南
民
報
・
風
雨
』
第
一
巻
第
七
期
。

一
九
四

0
年
三
月
一
九
日
第
五
版
。

（
二
）
趙
清
閣
「
婦
女
或
即
会
被
祢
何
的
刺
激
而
覚
悟
」
『
女
子
月
刊
』

注

遭
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
清
閣
、
趙
天
、
青
谷
、
清
谷
、
人
一
、
騒
人
、
鉄
公
と
い
う
七
つ
の
筆
名
の
ほ
か
に
、
趙
清
閣
は
少
な

く
と
も
條
凡
、
悌
克
、
凡
、
清
、
苧
豆
帝
、
若
薔
、
天
我
、
中
明
と
い
う
八
つ
の
筆
名
を
使
っ
て
文
章
を
発
表
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
筆

名
が
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
「
女
性
為
什
塵
不
可
以
愛
女
性
？
」
「
鶯
鶯
」
「
戦
区
裏
的
席
公
館
」
な
ど
の
散
文
や
小
説
が
ま
だ
学
術

界
の
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
こ
と
は
遺
憾
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
九
三
三
年
第
一
巻
第
五
期
。

一
九
三
三
年
第
一
巻
第
五
期
。

一
九
九
五
年
第
三
期
。

一
九
四

0
年
三
月
一
九
日
第
五
版
。

62 



（二
0

)

南
民
国
日
報
・
婦
女
週
刊
』
よ
り
早
く
出
た
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
る
。

一
九
三
四
年
十
二
月
九
日
、

（
ニ
―
-
)
豊
帝
「
文
霞
追
悼
会
在
上
海
」
『
河
南
民
報
』

（
二
三
）
趙
清
閣
「
我
創
作
的
動
機
」
『
文
藝
』

一
九
三
四
年
五
月
―
一
日
第
八
版
。

（
二
四
）
趙
清
閣
「
愴
海
認
憶
』
香
港
生
活
•
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
一
九
八
一
一
年
版
、
八
六
頁
。

（
二
五
）
黄
天
弘
「
民
族
主
義
視
域
下
婦
女
解
放
的
媒
体
言
説
」
（
『
中
州
学
刊
』
二

0
一
八
年
第
十
一
期
）
は
趙
清
閣
が
編
集
し
た
『
河
南
民
国
日
報
・

（
一
九

（
一
七

婦
女
週
刊
』
が
「
河
南
省
で
最
も
早
い
女
性
解
放
宣
伝
の
た
め
の
報
刊
で
あ
る
」
と
す
る
が
、
明
ら
か
に
『
河
南
民
報
・
女
子
文
藝
』
が
『
河

-
0
日、

一
九
三
六
年
第
三
巻
第
一
期
。

二
―
)
清
「
女
性
為
什
褻
不
可
以
愛
女
性
？
」
『
婦
女
文
化
』

一
九
三
五
年
六
月
刊
『
女
子
月
刊
』
第
三
巻
第
六
期
。

一
九
三
六
年
第
一
巻
第
一
期
。

―
一
日
に
上
海
『
晨
報
・
晨
職
』
に
連
載
。

的
秋
』
（
鉄
流
書
局
一
九
三
七
年
出
版
）
に
収
録
し
て
い
る
。

（
一
三
）
編
者
「
創
刊
詞
」
重
慶
「
中
央
日
報
』

（
一
五
）
編
者
「
編
後
記
」
『
学
生
之
友
』

「
弾
花
第
三
期
出
版
」
重
慶
『
中
央
日
報
』

（
一
八
）
こ
の
小
説
に
は
い
く
つ
か
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
り
、
作
者
は
こ
の
二
つ
以
外
に
も
「
窮
人
」
を
「
餓
」
と
書
き
直
し
て
短
篇
小
説
集
『
華
北

一
九
四

0
年
三
月
一

0
日
第
六
版
。

一
九
四

0
年
三
月
一
日
第
五
版
。

一
九
四

0
年
第
一
巻
第
二
、
三
期
。

（
一
六
）
趙
清
閣
「
為
鉄
公
駁
『
学
生
之
友
』
二
三
期
合
刊
的
『
編
後
記
』
」
『
弾
花
』

は
ま
だ
ま
や
・
神
戸
大
学
教
授
）

（
き
ん
で
ん
し
ょ
う
・
揚
州
大
学
副
教
授
）

一
九
四

0
年
第
三
巻
第
六
、
七
期
。

（
一
四
）
趙
清
閣
「
愴
海
認
憶
』
香
港
生
活
•
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
一
九
八
二
年
版
、
九
七
頁
。
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